
２．本県の防災拠点の現状について

防災危機管理課



2-1. 県内の既存防災施設
区分 No. 施設名称 所在 使途 想定されるリスク

防
災
活
動
拠
点
等

㋐ 小瀬スポーツ公園 甲府市 警察、⾃衛隊、消防、国交省 浸水深 最大5m（12~72h継続）
㋑ 富⼠北麓公園 富⼠吉田市 警察、⾃衛隊、消防 溶岩流 到達3時間
㋒ 櫛形総合公園 南アルプス市 ⾃衛隊、消防 浸水深 最大3m（12h継続）
㋓ 富⼠川クラフトパーク 身延町 警察、⾃衛隊、消防
㋔ 県⽴防災安全センター 中央市 ⾃衛隊、消防 浸水深 最大5m（24h継続）
㋕ 緑が丘スポーツ公園 甲府市 ⾃衛隊、消防
㋖ 笛吹川フルーツ公園 ⼭梨市 警察、⾃衛隊、消防
㋗ 曽根丘陵公園 甲府市 ⾃衛隊、消防
㋘ 桂川ウェルネスパーク 大月市 警察、⾃衛隊、消防
㋙ 韮崎中央公園 韮崎市 警察、⾃衛隊、消防
㋚ アイメッセ⼭梨 甲府市 物流事業者等 浸水深 最大5m（72h継続）
㋛ 消防防災航空基地 甲斐市 消防防災ヘリコプターの運用 浸水深 最大3m（24~72h継続）

庁
舎
等

① 県庁 甲府市 県災害対策本部
② 北巨摩合同庁舎 韮崎市 中北地⽅連絡本部 浸水深 最大3m（12h継続）
③ 東⼭梨合同庁舎 甲州市 峡東地⽅連絡本部
④ 南巨摩合同庁舎 富⼠川町 峡南地⽅連絡本部 浸水深 最大10m（72h継続）
⑤ ⻄⼋代合同庁舎 市川三郷町 庁舎に入る出先機関が活動 浸水深 最大10m（168h継続）
⑥ 南都留合同庁舎 都留市 富⼠・東部地⽅連絡本部
⑦ 富⼠吉田合同庁舎 富⼠吉田市 庁舎に入る出先機関が活動 溶岩流 到達3時間
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2-2. 本県における災害リスク（浸水・活断層）

出典︓国⼟交通省「重ねるハザードマップ」から作成

庁舎等
①県庁
②北巨摩合同庁舎
③東⼭梨合同庁舎
④南巨摩合同庁舎
⑤⻄⼋代合同庁舎
⑥南都留合同庁舎
⑦富⼠吉田合同庁舎

防災活動拠点等
㋐小瀬スポーツ公園
㋑富⼠北麓公園
㋒櫛形総合公園
㋓富⼠川クラフトパーク
㋔防災安全センター
㋕緑が丘スポーツ公園
㋖笛吹川フルーツ公園
㋗曽根丘陵公園
㋘桂川ウェルネスパーク
㋙韮崎中央公園
㋚アイメッセ⼭梨
㋛消防防災航空基地

⻑野⽅⾯からの⽀援

東京⽅⾯からの
⽀援

静岡⽅⾯からの⽀援 陸上⾃衛隊第１特科隊
からの⽀援
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2-3(1). 本県における災害リスク（富⼠⼭噴⽕・溶岩流）

富士吉田合同庁舎
（溶岩流到達12時間）

東京⽅⾯甲府⽅⾯

神奈川
⽅⾯

静岡⽅⾯

甲府⽅⾯

静岡⽅⾯
出典︓内閣府「富士山火山防災協議会」富士山火山防災マップ（2004年）より作成 3



2-3(2). 本県における災害リスク（富⼠⼭噴⽕・溶岩流）

出典︓富士山火山防災対策協議会「富士山ハザードマップ改定に関する令和元年度中間報告」（R2.3.30）とGoogle Earthにより事務局作成

溶岩流の
シミュレーションイメージ

シミュレーション
の開始点

凡例

火砕流の
シミュレーションイメージ

溶岩流到達時間

西桂町

忍野村

富士吉田市

富士吉田合同庁舎
（溶岩流到達2〜3時間）
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2-4. 本県における災害リスク（富⼠⼭噴⽕・降灰）

出典︓内閣府「大規模噴⽕時の広域降灰対策検討ワーキンググループ」資料（R2.4）から抜粋

富士吉田合同庁舎
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